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目的 基底細胞癌の再発予測因子としての組織型分類の意義を検討する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング 英国の総合病院 
対象者 基底細胞癌 134 例の 156 病変 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （22） 

介入（要因曝露） 組織型 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 再発 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

症例全体の再発率は 11％。Nodular、nodular with infiltrative margin、
infiltrative、multifocal の 4 型に分類し、それぞれの再発率は 6％、12％、25％、

30％であった。Infiltrative をさらに sclerosing と non-sclerosing に分けた場

合のそれぞれの再発率は 26％、20％であった。 

結論 

組織型分類は再発の予測因子として有用。 
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エビデンスのレベル分類（IV） 
術後の観察期間についての記載がないため、エンドポイントとしての再発率の

信頼性がやや劣るが、著者が設定した組織型分類は現在のスタンダードな分類

法にも通じていると思われる。 
 




